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イポドントシミュレーション実験により分析し、臨床例においても、歯の移動の動態を検討した。   
【材料と方法】1）二次元有限要素法による解析；任意の上顎6前歯牽引前の患者の側面頭部Ⅹ線規  
格写真を参考に要素分割図を作製した。荷重はリンガルブラケットから以下の三方向に設定した。ま  
ず、嘆合平面に対して、歯根方向へ300 の角度をなした牽引方向を『歯根側牽引』、また、唆合平面に  
対して平行な牽引方向を『平行牽引』、そして唆合平面に対して歯冠方向へ300 の角度をなした牽引方  















2）タイポドントを用いたシミュレーション実験結果；歯根側より牽引した場合の前歯は、100 唇側  
傾斜し、8mm圧下した。また、平行に牽引した場合、前歯の前後的、上下的な変化、および歯軸の変化  
は認められなかった。さらに、歯冠側より牽引した時の前歯は、50 舌側傾斜し、1m挺出した。  
3）ミニスクリューによる上顎6前歯牽引時の臨床的検討の結果；前後方向および歯軸傾斜角におい  
ては、歯根側フック群と平行フック群との間に有意な差は認められなかった。一一方、上下方向におい  
ては、歯根側フック群は、有意に前歯の圧下を認め、平行フック群は前歯の挺出を認めた。   















された。   









った。   
〈研究方法について〉   
本研究は、二次元有限要素法を用いて上顎前歯牽引時における歯牙に加わる応力分布を解  
析し、牽引方向が移動様式に与える影響を検証した。さらに、タイポドントシミュレーショ  










され。本申請論文は博士（歯学）の学位論文に催するものと認めた。   
